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2022年3月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社グループの2022年2月までの業績速報を踏まえ、2021年5月14日に公表した2022年3月期通期の連

結業績予想につきまして、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022年3月期通期連結業績予想の修正について 

2022年3月期通期連結業績予想数値の修正（2021年4月1日～2022年3月31日） 

 売上高 EBITDA(※) 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想

（ A ） 

百万円 

3,900 

百万円 

△250 
百万円 

△340 

百万円 

△340 

百万円 

△380 

円 銭 

△55.53 

今 回 修 正 予 想

（ B ） 
4,000 △200 △280 △290 △70 △10.19 

増減額（ B - A） 100 50 60 50 310 45.34 

増 減 率 （ % ） 2.6 － － － － － 

（参考）前期実績 

（2021年3月期） 
3,219 185 135 148 42 6.17 

（※）EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却額 

 

２．業績予想修正の理由 

当社主力サービスである入札情報速報サービス「NJSS（エヌジェス）」が好調であった他、電話

代行サービス「fondesk（フォンデスク）」および幼稚園・保育園向け写真販売管理システム「えん

フォト」ならびに出張撮影マッチングサービス「OurPhoto（アワーフォト）」が当初想定を上回っ

て成長したこと等により、売上高は2021年5月14日に公表した業績予想を上回る見通しとなりました。 

また、NJSSにおいて2021年7月にプロダクトリニューアルを実施いたしましたが、それに係る一時

的な原価率の悪化を見込んでいたものの結果的に原価率は悪化しなかったこと、およびfondeskにお

けるオペレーター運用の効率化が進捗し原価率が改善したことなどにより、売上総利益が当初の想

定を上回りました。その結果、当該第4四半期において積極投資を行ってもなお、EBITDA、営業利益、

経常利益に関しましては予想を上回る見通しでございます。  

なお、上記に加え、足元の業績推移および今後の業績動向等を勘案し、繰延税金資産の計上によ

る法人税等調整額約△240百万円（△は利益）の計上を見込んでおります。これに伴い、親会社株式

に帰属する当期純利益に関しましては予想を上回る見込みでございます。 

 

 



 

 

３．2023年3月期業績見通しについて 

2019年5月14日に公表し、2021年5月14日に一部修正した中期経営計画において、同計画の3年目に

あたる当期は概ね計画通りに順調な成長を果たすことができました。 

そのような状況の中、2023年3月期は、2021年5月14日に修正した同計画の予想値（売上高4,800百

万円、EBITDA50百万円）をベースとした計画を立案する方針でございます。詳細につきましては、

2022年3月期通期連結決算短信の開示と同時に発表する予定でございます。 

 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の

様々な不確定要素により、実際の業績と異なる場合があります。 

 

以 上 


